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セ コニ ツク ス ーパ ー マイク ロライ ト L-96型 について

Lコ ニ ノク ス~パ ~マ イ クロ ライ ト  L-96型 は世 界的露出計 メー カー “セ コニ /ク "が

1町 界で初め て半導体 ITL化 カ ドミウム (CdS)を 使 つた超 高感度 メー ター “セ コニ ノク マ

イクロライ トL-88型 "を 更 に改 良、超 デラ ンクス化 して、入 反射 兼用、極 低照度 、パ ノテ

リー チ ェ /カ ー等数 多 くの独 創 的 な ア イデア を駆使 した 文字 通 り「世 界最 高の露出 メー タ

―」 です。

特 に極低 照度、 ライ トパ リ

は他 に比類 があ りませ ん。

ランプが点灯致 します。

五 大 特 徴

0人 14射兼用 高低二段オー トマ ツト切換 迫針式

●CdS使用 極低照度測定可能 根1定 可能範囲 LV -3-18
0バ ンテ リーチ ェ ンカー付

●バ ンク枚照明、パイロ /ト ランフ・付

●プ ノシュ式電源スイ ンチの採用

1

ュー  ー 3(Flで 8秒  A S Aloo)迄 i則 定 出来 る と云 う高 1生育ヒ

この よ うな暗 ヽヽ司中で もオ旨金十が見 えるよ うにバ ノク板 にノヾ イロ ノ ト



様仕

●入 反射兼用 、二段 オー トマ ツ ト切 換追針式

0感光体 に CdS使 用

0水銀電池 (1.3V)2個
●パ イロ ッ トラ ンプ内蔵

●バ ッテ リーチ ェ ツカー付

●ASA目 盛  6～ 12,000

0DIN目 盛  9～ 42

●絞 り目盛  F084～ 64

●シャッタース ピー ド  8分 ～1/4000秒

●LV目 盛 LV-7～ 19

●シネ単独 目盛   8～ 125コ マ

●大 きさ   889× 55.8× 32.2 mm

O重  量  230g

…

Ｆ

…

測 定 方 法 に つ い て

■コニ ツク スーバーマイクロライト L-9611は 反Fa l光 線式にも、人身1光線式にも使用出

lillttlitiメ維二楳[七を1憮誓蔦:19iぜ震i誓専ittti鵞]幸蔦,11'早
にあつては如 fl」 な るもの を測って も露出は一定 です。

il:::li::::::[:l:::::[』 ::i:::il:[|:i:]|:lて
11‖ ち被写体 に当 つてい る光の強 さ (照度 )を 測 ります。

権兌予聰鐵錮舞マ霧
ill:::::;11:i:][をi,,ま諄ぎ:与li:ii:[:[:IIi:lii
時に押すことは糸色月にさけて Fさ い。
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A被 写 体 が 明 るい場 合

被写 体が明 るい屋外の場合 には一 番上 の高低切 換 ダイヤ

ル を廻わ して ダイヤル にあ ります赤 印 を赤 マー ク “H"

くHIGH)に 合 わせ て下 さい。 メー ター は 自動的 に切換

へ られ て指針 の振 れが適正露 出 を示す よ うにな りますか

ら、次 に一番外側の ロー レッ トの ついたダイヤル を廻 わ

して窓の 中のガイ ドマー クを指針 の上 に丁度重 なるよ う

にいた します。

これ だけの操作 で被写 体 の適正露 出であ る絞 りとシャツ

ター スピー ド (シ ネの場合 は駒数 に対 す る絞 り値 )の組

合 わせが ダイヤル上 で得 られ ます か ら、組合 わせの中か

ら被写体 に応 した紋 りとシヤ ツター スピー ドの組合 わせ

をカメラにセ ツトすれ ば よいわけ です。

ヽ

―

F

B被 写 体 が 暗 い 場 合

被写体が部屋の中とか、夜 のように非 常に暗 い場合に

は高低切換ダイヤル を廻わ してダイヤルの赤印を青マー

ク “L"(LOW)に 合わせ て下 さい。メー ターは自動的

に低照度 に切換へ られて指針 が振れますから、前 と同 じ

ようにしてガイ ドマー クを指針に合わせて得 られた組合

ゎせが適正露出です。尚、LOWの 場合は指針が見易い

ようにバ ツク板に照明ランプが点灯 します。

以上のようにこのスーパー マイクロラ イトメーターは

1'1照度・低`照度の切換 えはダイヤルを廻わすだけですか

r)、 あとは外側のダイヤルを廻わ してガイ ドマー クを指

針に合わせるだけで適正露出が得 られ、 しかもライ トパ

リュー ー 3(Flで 8秒  A S A100)と 云 う非常に暗

い所でも測定出来 ますから、 どんな所で も正 しい露出が

簡単に得 られます。



ラ イ トバ リ ユ ー

ライトバ リューシステムのシャツター付 カメラをお持 ち

の方は、ライトパ リュー日盛て露出を決定 して下 さい。

測定方法は普通 と同じで、ただ得 られたライトパ リュー

数riを カメラにセツトするだけです。例へばA S A100

のフィルムを使用 し、ライトパ リュー数値が 15を 示 した

時にはカメラのライトパ リュー LI盛 を15に セ ツトして ド

さぃ。 こうすれば被写体の状況に よつてカメラの絞 りを

F8に すれば、シヤ ンタ~ス ピ~ド は自動的に1/500r1/と

なり、F llに 絞 り込めば1/250秒 に、逆にシヤツタースピ

ー ドを1/125秒 にすれば絞 りは F16に なります。

EVは エ クスポージヤー・バ リュー (Exposurc Valtlc)

の略でライトバ リュー と同 じ意味です。

カ ラ ー 撮 影 に つ い て

カラー撮影 には露 出 メー ター はな くては ならないものです。モ ノ クローム (rl黒 )

フ ィルム は或 る程度 の ラチチ ユー ド (寛容度 )が あ りますが、 カラーフ ィル ム には

これが極め て少 な く、従 って住か の露出の j凸 不足が あって も美 しい色 は再現出 来ま

どヽスレ。

カラー撮影 の場 合 の測定方法 はフ ィル ムの感光度 を指定 i rlり (フ ィル ′、訪」り]ri通 り)

正確 にセ ントす るこ とだけ で、あとはモ ノクロー ム撮影 と全 く同 じです。 しか しど

ち らか と,ヽ えば入力寸光線」ミでおu,こ した方が よ り良 い糸吉琳こが得 らオします。

更 にカラー 撮影 の場 合は普通明 るい部分 が露 出の基準 とな りますか ら、反射式 で明

るヽヽ所 と暗 い所 を l11つ てその Iり l暗 のよヒ (ラ イ トバ ラ ンス)を 4 : 1以 内にす れば全

体に美 しい色 が 再現 出来 ます。

191へ ば 人物 を撮 る場 合ιまハ イライ トの部分 を測 つて F8、 1/250不少であった ら、 シャ

ドウの部 分は F4、 1/250秒 以内の明 る さが ない とシ ャ ドウの部 分の色 は飛 んで しま

い ます。 この ようにカ ラー撮影 の場合 には被写体 の明暗 コン トラス ト (ラ イ トバ ラ

ンス)も 露 出同様 に注意 して撮 影すれ ば一層 美 しい写真 を撮 ることが出来 ます。6



人 物 撮 影 の 場 合 く反 射 光 〉

反射光式 とは被写体から反射 して くる光を測って露出を決

める方式です。 カメラ位置からメーターの受光部 を被写体

に向けます と、被写体以外にバ ックの光、空の光、路面の

照 り返 し等 も受光部 に入つて来て適正露出は得 られません。

ですから出来るだけ被写体に近寄 り、被写体の反射光線 (輝

度 )の み を正 しく測定 しなければなりません。この際被写

体に 10cmイ立近イ寸いて測 ることがよ く、 1寺 に自
`)が

表〕lし た

い部分 を,則 ります。 この場合メーターの影が被写体の測定

部分 に入 らないようにして下 さい。

普通被写体の最明部 と最暗部 を測って中間値を求め ますが、

人物撮影 は特殊 な場合 を除いて最 も大切 な所は顔ですから

顔の露出を測って下 さい。又、直接被写体に近寄れない場

合には自分の手の平を被写体 と同 じ光線状態 にして、メー

ターを10cm位離 してその手の平を測るか、或はセコニ ンク

の標準反射板 をご使用下 さい。

風 景 の 場 合 〈反 射 光 〉

風景 の よ うに被写体 に近寄 れな い場 合には、 カメラの位 置

か ら直接 被写体 、 又は 目的 の中心 に メー ターの受 光部 を向

けた り、 た f漠然 と向 け たのでは空か らの光 が受 光部 に入

って来て露 出不 足 とな ります。

そ こでメー ター の受光部 を地 平線 (陸 と空の界や 山や空の

界等 )と 自分 の足 もとの中間 に向 けて測 って下 さい。

しか し、 その風 景 が広 く展開 した風景 であった り、 また遠

くの 山々 を写 す よ うな場合 は前の よ うに して得 られ たメー

ター の指 示通 りでは な く、 その値 を%き りつめて下 さい。

それは空気光の影響 で被写体 の暗書レ 明ゞ る くな り、被写体

コ ン トラス トが低 くな るか らです。

例へ ば F22で 1/250秒 とダイャル が組合 わ され た ら1/250秒

×

'=1/500秒
で、F22で 1/500秒 が適正露 出です。

湾
貯
卜
汗
レ
汗
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●スナ ップ ● 〈反 射デヒ〉

ポー トレー トの 場合 と違 いスナ ップ撮影 では被写体 は常 に動 いてい る もの と考へ て よいで しよう

この よ うな場合 、例 へ ば街頭 な どで良い被写体 が見つか り早速 メー ター を取 出 して露出 を測 るべ

く被写体 に近づ いていつたのでは良いスナ /プは撮 れ ませ ん し、 そ うか といつて露出を測 らなけ

れば切角 のナ イス シ ョッ トも台無 しになつて しまい ます。
こん な場 合 は撮影位 置 で風景 と同 じ測 り方 を して下 さい。

但 し切 りつめる必要 はあ りません。 スナ ップで もビル の谷間の よ うな場所 で被写体 が空 に入 らな
い ときには、メー ター受 光吉5を 被写体の 中′し、に直接 向けて、特 に受光 部 を下 に向 け る必要 は あ り

ませ ん。
スナ ツプ の よ うに被写 体 に近寄れ ない時 に は代 用■1定す るの も一 つの方法 です。 そ の場 合 被写体

に よ く似 た色合 を持 つ物 体 に メー ター受 光部 を向け て測 りその露 出値 をカメラにセ ントしてスナ
ップ して も差 支 へ あ りませ ん。

例へ ば前 に述べ ま したよ うに、 自分 の手 の平等はスナ ノプの時 には非常に有用 な役吉1を 果 して く

れ ますが、出来 れ ばセ コニ ックの標準 反身1板 をご使 用 に なれば これ に こ したこ とはあ りませ ん。
しか し、代 用 測定 され る時 には必 ず被写 体 と同 じ光線J大 態 の も とで測定 す るこ とにご7L意下 さい。
人物 を海 岸や雪景色 な どの舌L反射 の多 い場所 でスナ ンプlft影 す る ときはい くら人物撮影 と云へ ど

も近づ いて測 るこ とは出来 ませ んか ら、撮影位 置か らメー ター受 光著卜を被写体にい]け て測 ります。
しか し、 その際 メー ター で得 られ た露 出値 の絞 りを一日盛開 け るか、或は シャ ンター ス ピー ドを
―手も星くして下 さい。 fullへ ば、F8で 1/250秒 であれ ばF56で 1/250秒 かF8で 1/125秒 で撮影
して下 さい。

これ は被写体 を取 り囲ん でい るまわ りの舌し反射 (1面や 水面等 の 反射 )か ら必要 1■ 上 に強 い光 線
が入 つて くるの を補 正 す るためです。



逆 光 の 場 合 の測 り方  く反 射 光 〉

逆光の も とでの撮影 には次 のよ うな写 し

方 があ り、 その写 し方 に よつてメー ター

の根Jり 方 が違 って来 ます。

C逆 光 下 で 被 写 体 もバ ツ ク も共 に

描 写 し た い と き

メー ター受 光部 を最初 に被写体暗音FD lこ 向けて

測 り、次 にバ ンクの明 るさを測 ります。

ノくンクの測 り方 は
'■

景ヽの場 合 と同 じよ うに し

て下 さい。 この「1つ の 方法 に よつて得 られ た

中間値 で撮影 して下 さい。 しか し被 写 体 を測

った値 とバ ンクを測 つた値 とのコ ン トラス ト

が 1:16以 Iiの 時 には両 方の描写 は困難 です。

|・ 1瑾

|1隷
鑢

眩

A.被 写 体 を 逆 光 で シ ル エ ツ トに す る と き

メーター受 光部をバ ンクの Iり lる い空などに向け

て‖Jり 、 そのオ|',t通 りで撮景多して下 さい。つま

り露出はバ ンクの Iり ]る いた線に合わされたわけ

ですか ら、 目的の1/4写 体は露出不足 となるため

真黒なシルエ ントになります。

12

B.逆 光 下 で 被 写 体 を 描 写 す る と き

メー ター受 光部 を被写 体の暗部 に近 つ けておu

るか 、或 は セ コニ ンクの標 準 反射板 を被写 体

と|“]し よ うな光線状態 に して測 り ます。 この

際パ ックの光 (逆光線 )が メー ター に少 して

も人 ′,ぬ よう注意 しなけれ ば な りません。



シ ネ 撮 影 の 場 合

ンネ撮影の場合の ll lリ ノJは 1,,重 のカ

メラの場
/1と 全 く|■1し てす。 た ヾし

シネカメラのシャ ンタースピー ドは

も 山のカメラと違 って、 1秒 間に廻

転 jttj■ が 8・ 16 32・ 64と 云うコマ

数になつておりますか ら貴方のご使

用になる撮影機のコマ数に組合わさ

れてヽヽる絞 リイrlで 撮影 して下 さい、

シネ搬景多の うち 8ミ リンネは、 牛キ殊

撮影 を除ヽヽて16コ マ(約 1′35秒 )が標

準 コマ 数とされてlSり ますから16コ

マの対向数111を ジネの絞 リイ直に して

下さい
`

ジネ‖盛は タイヤル 11の 黄数字 て記

されてお ります。

セ コニ ック

標 準 反 射板 に つ い て

被写 体の 反射光線 の明暗の 平均 を簡単 にイ+る ため には

標準反身1板 を利用 すれ は便利 です。標準 ′えウ1枚は 反功l

率 18%の 無彩色 に塗 ′フれてヽヽ るもク)で すか ら、 とん な

状態 の光線 の場 合 て もその時の光 線 の 1%よ り′て射 し

て来 ませ ん。

この反射率 18%と 去 うのは全 IDる 被写 体の
'え

射率の平

“
りをとった もの で、 nIJ H占 各|[の コ ン トラ ス トがあるよ易

合には簡単 に中間 の値 が得 られ ます。従 っていつて も

標準 の 1′1、 つま り平均 した値がイサ
',れ

るわけ です。

使 い方 は標準 反射 板 を被写 体のniに 上 しく平行 に して

約 10cmの 間隔で反 ll l光 線式 メーター で測 り、その 1点 を

カメラにセ ントす れ ば よいわけです。

カラー撮影の場 合  カラー フ イル ムは白黒 フ ィルム と

根本的 にその性質 が 異 り、反射率 の違 う各部分の色 を

その ま ヽ発色 させ るわ けです か ら、平均 した値 であ る

標準 反 lj l li4て ‖1,tし た 方が良い結 果がイサ′)れ ますて

'5



接 写 の 場 合 の 露 出 の 求 め 方

実 効絞 り値
指示 絞 り値 × レ ンズ と フ イル ム の 距 離

レンス表 示 焦 点 距 離

静物 、商 業写真 等 をフ ォー カベ ル などを使用 して接 写す る場合 は 、反射式で 測定 して下 さ

い。但 し露 出は メー ターの指示通 りでは な く_L記 の式の通 り補正 しなければ な りません。

例へ ば焦′点距離
"mm、

レンズ とフ イルム面が 10 0mm、 メー ターの指 示 が F4で %秒 だつた と

します。

il(1)し幸[己縄11:ょiij:F]8(11告 l∫だittill11[鳥 1年

l:ヤ

tllキ :ili:i:し i:

せんからF2で%秒 か、F4で 1秒が適正露出とな ります。

'0で

複 写 の 測 り方

書籍、文献等の複写の場合はその複写物 に接近 して測 り

ます が、 まず メー ターを複写物 に 1 0cm程 近づけて

'11り

ま

す。その際複写物 と受光部が平行 になるようにして測つ

て下 さい。但 し指示 された露出に対 し複写するものが白

い紙の場合には指示通 り撮影 して下 さい。黒い部分が多

い被写体は白い紙を置いて測つて下 さい。

フ ィ ル タ ー を使 用 す る と き

スーパー マ イクロライ トメー ターには フイルター倍数

日盛がついていませんから、まず メー ターにより求めた

露出に対 して、 フイルター メーカーがオ旨示 している露出

倍数 を掛 けて撮影して下 さい。

例 えばY2の フイル ターで露出倍数 2倍の時、メー ター

指示が F8、 1/250秒 の場合には、2倍 して、1/250× 2=
1/125と な り、F8で 1/125秒 で撮影 して下 さい。

反射式測定法に適 した被写体

シルエ ント 展開風景 被写体の一部

黒っぱいもの 白っぱいもの 発光体



入射光 式 と して使 用 す る とき 人力1光式 で測 定 す る方法 は被写 体 か らの反射光線の平均 が照射光 の 18%で あると云 う考 えか ら出

発 して ます ……

1・ コニ ック スーパーマ イクロライ トメー ター を入射光式で使用 す る時 には、入射 アタ ッチ メン

|(白 い半球 の 板 )を スライ ドさせ て受光部 をお ヽい ます。

り
'口

ち、この入射アタツチメン トは光源からの光 を 18%だ け透過する白色板です。この 18%と 云う

、′りは企ゆる被写体の反射率の平均が 18%で あることから光源 の光 を 18%に 押えれば反射率の平均

1「

1可 しになるわけです。例へば人物 の場合、頭から顔、足、着物等全ゆる反射率の違った ものが

')り
厳密に云 へば適正露出はみんな違つています。これ等をひとつひとつ反射式で測 って平均 し

たのでは大変です し、又、この反射率の平均が 18%と なるわけですから従 つて初めから18%減光

lて llll定 すれば一度 で済むわけです。

1の 原理に基いて人間の皮膚の反射率が 18%であ ることから手の平の代用測定が成 り立つわけで

|.

1の ように入射式の場合は一度 で平均 した値 が出ると云う大 きな特徴 を持 っております。但 し、

版端に明るい被写体や、極端に暗い場合 (白 つぽいもの、黒っぽいもの)に は補正 しなければな

りません。

1ケ に被写体について部分 を強調する時、或は単色 (反射率が 18%以 上或は以下の もの)を 撮 る場

イトには反射式が良いわけです。

Wち 、同一光線状態に於いても被写体によつては入射式と反射式 との値が違って来 るのは当然の

1と 云ヽへます。
             19



入 射 光 式 の 測 定 方 法

前にも中し上けましたようにこのスー′`一 マイクロライトメーターを入射式で■1定する

場合には必ず入Fl lァ タノチメントをスライドさせて受た部をお っヽて下さい。人吻i「 式は被

写体に当っている光の強さ,即 ちHζl度 を‖1定 して適正露出を決める方法です。従って/―

ターを反ウ1式 とはi■ の方向,即 ち被写体より光 1県 の方 チ】]に 受光部を向けて‖1り ます。

しかし、被写体とカメラの位置の光線状態が同じならば、わさわざ被写体のそはまで近寄

る必要はなく、l'1分 の位 置か ,,被写体 とは llの lJ向即 ち光源に//_光 部を向けるだけて良い

わけですて

(ltし 、広 くllt l‖ した哄≒キや,遠 くの山々などを採る場合には得:,れ た露|ltは |え ウト光式と同

し理 |||か ,,l・ 切 りつめなけれはな りません ,

カ メ ラ位 置 と被写体位置 の光線状態 の異 る とき

例 へ は 木蔭か ′,陽 の 当ってぃ るI・J所 を撮 る場 合 には カメラ位 1置 で 人身1光 を‖1っ たのでは適

1「 露 出は得 られ ません。

この よ うな 17J合 には被写体 の そはで‖1る か、或 は アー ター を被写 体 と 同じょ うな光線状態

の所 で測定 して 卜さい.6■ に被写体 が木蔭 にあ る よ うな場 合には カメラの位 置で受光 部

を手てお ヽって本蔭 と同 じよ うな光線状態 下で測定 すれば良いゎけです。

室 内撮 影 又は 人
「

光線 ′)場 合は確実に被写体 の そば まで近寄 り、 その位 置で測定 しなけれ

ばなりませス             20

護■蒸瞭 を

:鳶

入射 式 では被写体 によって幾分補 正 しなければなりませ ん

反 射率 の極めて低 い黒 っぱい もの を撮 影 しよ うとす る場

合 、 また被写体 の或 る 一部分 を強調 す る場 合 (但 しこの

部分 の反 射率 が低 い場 合 )に は人射式 で測 った指 示 通 り

では適 正露出は得 られ ません。即 ち,そ の被写体 か らの

反 射光 線 が 5%位 に もか わヽ らず 18%と 仮 定 して測 って

ぃ るか ら露 出不足 とな ります。 この よ うな黒 っばい もの

を入射式 で lll定 す る場合 には得 られた値 を 2倍 しなけ れ

ば な りません。

反 対 に反 射事 の極めて高い白 っぱい もの を撮 影 す る場 合

入射 式の指 示通 りでは露 出過 度になって しまい ます。何

故 な ら被写体 か らの反 射が80%あ るか も知 れ ないの に 入

射式 では18%と 計算 されてい るからです。 です か らこの

よ うな被写体 の場合は得 られたfltを %に 切 りつめ なけ れ

ば な りませ ん。 その外、展 開 した風景や雪 景色 、真 夏 の

海 岸 な どて測定 す る場合 も%に 切 りつめ た方 が良 い わ け

です。但 し、以上 の よ うな被写体 には反射式 で測定 され

た方 が好適 です。

入 射 式 に適 した被 写 体

(反射 式 で標 準 反 射板 を用 い て も同 じ )

人物  近景 (街の スナ ′プ も含む )

展 開 した明 るい所 をパ ックに した人物

特 に カラー撮影 には適切 複写の場合
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ゼ ロ 調 整

受 光 部 を完 全に遮光 して スイ ンチ を押 した場 合 、指 針 は

0ポ イン トとバ ンク板の弓状 線の左端 の中間 に振 れ て い

るの が正状 です。 ゼロ調整 は受光部の遮光 に関係 な く、
スイ ンチ を押 さぬ口寺に指針 が 0か らズ レてい る場 合 にの

み調整 す る必要 があ ります。 この場合 、裏 1則 のゼ ロア ジ

ャ ス トネジを ドラ イパー で左右に廻 して指 針 を正状 の位

置 に 調 整 して 下 さい 。

バ ッテ リーの交 換

スーパ ー マ イクロライ トメー ターには水銀電 池 (1.3V)が
2個 入 ってお ります。

左側 の電池 は メー ター を動 かすバ ンテ リー です。前 に も

のべ ま したが この メー ターは感光体 に硫 化カ ドミウム を

使 ってお りますか ら、メー ターを動かす電 池 が必要 です。

この水銀電池は フル スケール (メ ー ター を一 杯 に振 らせ

た状 態 )に して約

“

5日 間イ呆ち ますか ら、普 通 にお使 いい

た ゞけば 2年 以上 は充分イ呆ち ます。

本体 裏 l11上 部 にバ ッテ リーチ ェ ンカ~が付 いて お ります

か ら、 これ を矢印の方 向に した時 に指針 が窓 の中の青 印

の範 囲 内であれば良いわけです。指針 がそれ よ り振 れ な

くな つた時 には新 しい電池(MN型 1.3V).と 取換 へ て下

さい。

又 、右側 の電池は指針及び ダイャル照明用の電池 で連 続

約 22時 間保 ち ます。

膚 出 メ ー タ ー

保 存 上 の 注 意 任
水銀 乾電池 と従 来 の乾 電池 との

放 電特 1生 の比 較

電
1

圧

フト 銀 電 ll

(V)10
08

0

2   3  4   5  6   ア

放 電 時 間

―

1 湿気の 多い ところへ長 い間放 置 しないで下 さい。

2. 摂氏60度 以 上の高温 を与 ^、 ない ように して下 さい。

3 急な衝 撃 を与 へ ない よ うに して下 さい。

4.長 い間使用 しないで しまつてお く時 には、革 ケー スよ り取出 し、桐 箱 等 に シ リカグル

(防湿剤 )と 一 緒 に保 存 して下 さい。た ヾし全庫 や金属 の容器 への保 存 は避 けて下 さい。

ヽ
、乾 電

'll
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セコニックはアフターサー ビスに特に重点を置いておりますから、いつ まで も安心 してご使

用になれます。このメーターのパ ッケイジに同封 してありますフアンカー ドにそれぞれ記入

事項 をお書き込みの上、直 ちに弊社サービス部宛お送 り下 さい。フアン名簿 (登録台帳)に

貴方のご住所・氏名を記載の上、早速登録通知書 をお送 り申 し上げ、この日よリー ケ年間に

メーターが自然に工合が悪 くなりましたら無料で1参理申 し上げ ます。尚、その他の故障 も実

費で早速修理申 し上げ ます。

セ コニ ′タスーパ ーマ イ クロラ イ トL-96型 をお買上 げいただ ゞき誠 に有 難度 うござい ました。

このセ コニ ンクス~パ ~マ イ クロライ トL-96型は高度に合理化 され た 」 IS指 定工場 に於

ぃて、 ビスー 本か ら製 品 に至 るまで数十 回に及ぶ諸検査 に合格 して製 品化 され て皆様の御手

許に お届 け致 して お ります。

万一輸送途上 等に於 いて故障 致 す よ うなこ とが ござい ました ら早速 お買求め い た ゞいたお店

にお申出下 さい。
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セコニ ックが誇 る 8ミ リ・シネ

口1;題 が生 まれ、ブームを呼 んだ

ヒコニ ックズーム 8 mOdel loo

ズーム レンズ付低電圧映写機

セコニ ック mOde1 80-P


